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―松谷社長、今日はよろしくお願いいたします。まず最
初に御社の事業内容についてお聞かせください。
こちらこそ、よろしくお願いします。当社はシステムエ
ンジニアやインフラエンジニアの技術提供を中心に、主
に依頼されたお客さまのシステム開発を行っています。
従業員は約40名で、正社員が25名、フリーランスが15
名ほど在籍しています。社名の「システムプライマ
リー」は“主となる存在”という意味を込めて名付けまし
た。データベースのプライマリキーのように、物事の中
心を担える会社でありたいという想いがあります。創業
から8年目に入り、少しずつ体制も整ってきました。ち
なみに私は個人でギターやドラム、作曲の講師もしてい
て、音楽も人生の大切な軸になっています。

代表インタビュー

好きな言葉 ：楽したければ、努力しろ

―独立のきっかけは何だったんですか？
もともとは親会社の子会社を任され、経営に携わる立場
でした。経営を経験する中で多くを学びましたが、親会
社の社長と衝突し、最終的には吸収合併という形になり
ました。ただ、どれだけ頑張っても待遇は変わらず、
「このままでは難しい」と感じ、自分で会社を立ち上げ
る決意をしました。22歳からSES業界に入り、その前は
レコード会社でギタリストをしていました。ずっとフ
リーランスでやっていくつもりでしたが、会社の規模も
大きくなってしまい、今は経営に専念しています。

―これまでの転機についてお聞かせください。
もともと小学校のときから機械に詳しくなりたいと
思っていたのですが、バンドブームの中でギターにも
夢中になりました。22歳の時に小学校のときのことを
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思い出して、エンジニアを再度目指し始めました。最初
は、組み込み系のC言語からスタートしましたが、気づ
けばJavaの現場に呼ばれるようになり、待遇やエンジニ
アへのリスペクトの違いに衝撃を受けました。そこから
Web系エンジニアへと領域を広げ、やがて経営者の道
へ。今では経営に追われ、現場に戻るのは難しいと感じ
ていますが、技術者への憧れは今も心の中にあります。

―今まで辛い時期はありませんでしたか？
一番大変なのは「人の管理」です。やると言ったことが
実行されなかったり、裏切られたと感じる瞬間もありま
す。「自分でやった方が早い」と思うこともあります
が、それでは人は育ちません。どうすれば成長を促せる
のか、日々悩みながら向き合っています。精神的につら
くなった時は、YouTubeで自分よりはるかに過酷な

―最後に、会社の今後についてお願いします。
私の使命は、社員一人ひとりが今までやってきたことで
自分に誇りを持てるかどうか、カッコいいと感じてもら
えるかどうか。そのための環境をつくることです。現在
は案件をある程度選べる体制を整えており、この自由度
は今後も守っていきたいと思っています。そしてここ数
年で従業員100名体制へ。拠点も大阪だけでなく、札
幌、名古屋、福岡など全国に広げていきたいですね。日
本の次は、世界に、世界の次は宇宙に進出したいです。

―事業継承についてはどのようにお考えでしょうか？
後継者については、これまで何度も考えてきましたが、
正直うまくいっていません。経営を本気でやりたいと言
う人はいても、行動が伴わないことが多いんです。私

―現在、経営者としてどのような想いを大切にされてい
ますか？
私が一番大切にしているのは「調子に乗らないこと」で
す。常に自分を客観視し、慢心していないかを問い続け
ています。自己研鑽を重ねる中で、どうすればモチベー
ションを保てるかを考え、自然と自分を俯瞰する習慣が
つきました。実際、60代・70代で面接に来られる方の
中に、過去の成功体験から抜け出せていない方を見る
と、「こうはなりたくない」と感じます。だからこそ謙
虚さを忘れない。社員にも敬語で接し、人対人としての
リスペクトを大切にしています。

状況にいる人たちの動画を見ます。そうすると、自分の悩みがいかに小さいかに気づき、自然と前
を向けるようになるんです。視点を変えることが、私なりの打開策ですね。

なりの“帝王学”のようなものがあり、それを伝えても実
践できる人はなかなか現れません。経営は覚悟と責任の
連続です。そこに本気で向き合える人が出てきた時、そ
の人を後継者と呼べるのだと思います。今は焦らず、見
極めている段階ですね。
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